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連結子会社における会社分割（吸収分割）、 

孫会社の異動（株式譲渡）及び特別利益の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2024 年 10 月４日開催の取締役会において、当社の連結子会社であるサイオステクノロ

ジー株式会社（以下「STI」）の金融機関向け経営支援システム販売事業を吸収分割（以下「本件会

社分割」）により当社の孫会社であるプロフィットキューブ株式会社（以下「PCI」）に承継させた

上で、PCI 株式の全てを住信 SBI ネット銀行株式会社（以下「住信 SBI ネット銀行」）に譲渡（以

下「本件株式譲渡」、本件会社分割と併せて以下「本件取引」）することを決議いたしましたので、

お知らせいたします。 

また、本件取引完了時に特別利益を計上する見込みとなりましたので、併せてお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１． 本件取引の目的 

当社グループは、2015年に Profit Cube 株式会社を買収（2021年４月に STI に吸収合併）し

て以降、金融機関向け経営支援システム販売事業（以下「PC 事業」）を展開してまいりました。 

一方、コロナ禍を経て金融機関を取り巻く事業環境が大きく変化したことから、PC 事業の戦

略について再構築する必要があると考え、様々な方策を検討してまいりました。また、当社グ

ループは従前より、事業の選択と集中を図るべく、SaaS・サブスク事業及び生成 AIへの投資を

強化してまいりました。 

このような状況の中で慎重に精査を進めた結果、PC 事業を PCI に承継させたうえで、PCI 株

式の全てを住信 SBI ネット銀行に譲渡することが最適との結論に至り、本件取引を行うことを

決定いたしました。本件取引は PC 事業のさらなる成長・発展につながるものと考えています。 

  



２． 本件取引の概要 

（１） 本件取引の日程 

本件会社分割契約及び本件株式譲渡契約承認 

取締役会決議日 
2024年 10 月４日 

本件会社分割契約及び本件株式譲渡契約締結日 2024年 10 月４日 

本件会社分割実行予定日（効力発生日） 2024年 12 月２日（予定） 

本件株式譲渡実行予定日（孫会社異動日） 2024年 12 月２日（予定） 

 

（２） 本件会社分割方法 

STI を分割会社、PCI を承継会社とする吸収分割です。 

 

（３） 本件会社分割に係る割当ての内容 

本件会社分割に際して、PCI は普通株式を 1,980 株発行し、その全てを STI に交付

いたします。 

 

（４） 本件会社分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 

（５） 本件会社分割により増減する資本金 

本件会社分割による STI の資本金の増減はありません。 

 

（６） 承継会社が承継する権利義務 

PCI は、対象事業に関する資産、債務等の権利義務のうち、本件会社分割契約にお

いて定めるものを承継します。 

 

（７） 債務履行の見込み 

本件会社分割において、STI 及び PCI が負担すべき債務の履行の見込みに問題はな

いと判断しております。 

 

３． 本件会社分割の当事会社の概要 

  分割会社 承継会社 

（１） 名 称 サイオステクノロジー株式会社 プロフィットキューブ株式会社 

（２） 所 在 地 
東京都港区南麻布二丁目 12 番

３号サイオスビル 

東京都港区南麻布二丁目 12 番

３号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 喜多 伸夫 代表取締役 森田 昇 

（４） 事 業 内 容 
情報システムの開発・基盤構

築・運用サポート等 

金融機関向け経営支援システム

の開発・販売・保守 



（５） 資 本 金 100 百万円 １百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2017 年２月２日 2023年 10月 17 日 

（７） 発 行 済 株 式 数 2,000 株 20 株 

（８） 決 算 期 12 月末 12 月末 

（９） 大株主及び持株比率 当社 100％ STI 100％ 

（10） 当事会社間の関係  

 資 本 関 係 STI が PCI の発行済株式の 100％を保有しております。 

 人 的 関 係 STI の取締役が PCI の代表取締役を兼務しております。 

 取 引 関 係 PCI は事業を開始していないため、STI との取引関係はありません。 

（11） 最近３年間の財政状態及び経営成績（注） 

決算期 
サイオステクノロジー㈱ 

2021年 12 月期 2022年 12 月期 2023年 12 月期 

 純 資 産 1,429 百万円 638 百万円 592 百万円 

 総 資 産 5,523 百万円 4,703 百万円 5,349 百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 ( 円 ) 714,867.00 319,128.87 296,283.87 

 売 上 高 15,039 百万円 13,761 百万円 15,197 百万円 

 営 業 利 益 274 百万円 △467 百万円 △114 百万円 

 経 常 利 益 268 百万円 △482 百万円 △92 百万円 

 当 期 純 利 益 276 百万円 △607 百万円 △50 百万円 

 １株当たり当期純利益(円) 138,438.03 △303,914.72 △25,138.52 

（注）PCI は事業を開始していないため、開示すべき財政状態及び経営成績はありません。 

 

４． 分割する事業部門の概要 

（１） 分割する部門の事業内容 

金融機関向け経営支援システムの開発・販売・保守 

 

（２） 分割する事業の経営成績（2023年 12 月期） 

 PC 事業実績(a) 連結実績(b) 
比 率

(a/b) 

売 上 高 818 百万円 15,889 百万円 5.2％ 

 

（３） 分割する資産、負債の項目及び金額（2024 年６月 30 日現在） 

資  産 負  債 

項  目 帳簿価額 項  目 帳簿価額 

流 動 資 産 291 百万円 流 動 負 債 286 百万円 

固 定 資 産 66 百万円 固 定 負 債 34 百万円 

合  計 358 百万円 合  計 320 百万円 



（注）分割する資産・負債の金額は、2024 年６月 30 日現在の貸借対照表を基礎に作成して

おります。実際に分割する資産及び負債の金額は、上記金額に本件会社分割の効力発

生日までの増減が調整されたうえで確定いたします。 

 

５． 本件会社分割後の状況 

本件会社分割後の STIの名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期

については、「３．本件会社分割の当事会社の概要」に記載のとおりであり、変更ありません。

PCI については、現在検討・協議中です。また、STI は、本件株式譲渡の実行予定日をもって、

PCI の全株式を住信 SBIネット銀行に譲渡する予定です。 

 

６． 本件株式譲渡の概要 

（１） 異動する孫会社の概要 

「３．本件会社分割の当事会社の概要」の承継会社の項目に記載のとおりです。 

 

（２） 株式譲渡の相手先の概要（2024 年３月 31 日時点） 

（１） 名 称 住信 SBI ネット銀行株式会社 

（２） 所 在 地 
東京都港区六本木三丁目 2-1 住友不動産六本木グランド

タワー 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長（CEO） 円山 法昭 

（４） 事 業 内 容 銀行業 

（５） 資 本 金 310 億円 

（６） 設 立 年 月 日 
1986 年６月３日 

（銀行業の営業免許取得：2007 年９月 18 日） 

（７） 連 結 総 資 産 10,676,416百万円 

（８） 連 結 純 資 産 151,608 百万円 

（９） 
大株主及び持株比率 

（注） 

三井住友信託銀行株式会社 34.19％ 

ＳＢＩホールディングス株式会社 34.19％ 

日本証券金融株式会社 3.72％ 

（10） 当社と当該会社の関係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者への

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（注）持株比率は自己株式を控除して計算しております。 

  



（３） 譲渡前後の議決権所有割合、譲渡株式数及び譲渡価額の概要（予定） 

譲渡前の所有株式数 2,000 株（議決権所有割合 100％） 

譲渡株式数 2,000 株（議決権所有割合 100％） 

譲渡後の所有株式数 ０株（議決権所有割合０％） 

本件株式譲渡の価格 

500 百万円 

※譲渡に関するアドバイザリー費用等は発生し

ておりません。 

 

７． 今後の見通し 

本件取引により、2024 年 12 月期第４四半期連結会計期間において、特別利益 462 百万円を

計上する予定です。 

なお、本件取引により生じた資金については、当社グループの注力分野である SaaS・サブス

ク事業及び生成 AI への投資に充てる方針です。本件取引のほか、今後の投資計画が 2024年 12

月期の連結業績に与える影響につきましては、現在精査中ですが、判明し次第、速やかに開示

いたします。 

 以 上 


